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子
供
の
歯
並
び
、
口
呼
吸
・姿
勢
が
影
響
！
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青
森
県
黒
石
市
と
弘
前
大
学
と
の
共
同
で
、
子
供
の
歯
並
び
（
歯

列
）
と
生
活
習
慣
の
関
係
性
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
結
果
を

公
表
し
た
。
黒
石
市
内
の
全
小
学
校
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
の
結

果
、
児
童
の
半
数
以
上
が
歯
列
不
正
を
有
し
、
口
呼
吸
と
猫
背
に
関

連
性
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

牛久市歯科医師会は１９８６年６
月の牛久市市政施行と同時に当
時の茎崎町と分離し発足しまし
た。現在３８歯科医療施設の管理
者で構成されており、日々の歯科
診療の他牛久市との委託契約に
より成人歯周疾患検診や学校検
診、1歳半・３歳児検診をはじめと
して牛久市民の皆様に様々な医
療サービスを提供しています。 
 

 

 

研
究
は
、
黒
石
市
内
の
全
小
学
校
３
年
生
～
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、

２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
１
年
の
３
年
間
実
施
。
年
度
ご
と
に
歯
並
び
の

状
態
を
写
真
撮
影
し
、
立
ち
姿
勢
の
測
定
デ
ー
タ
や
生
活
習
慣
・
癖
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
学
校
歯
科
健
診
デ
ー
タ
と
の
関
連
性
を
分
析

し
て
み
る
と
、
立
ち
姿
勢
の
測
定
デ
ー
タ
か
ら
は
、
猫
背
と
判
別
さ
れ
た

児
童
に
叢
生
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
睡
眠
時
に
「
口
が
よ
く
開

い
て
い
る
」
「
時
々
開
い
て
い
る
」
と
回
答
し
た
児
童
に
お
い
て
、
叢
生

の
割
合
が
有
意
に
高
い
と
い
う
興
味
深
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

歯
並
び
（
歯
列
）
や
か
み
合
わ
せ
（
咬
合
）
が
悪
い
と
、
咀
嚼
に
影
響
が

出
る
だ
け
で
は
な
く
、
歯
が
重
な
る
部
分
の
清
掃
が
難
し
く
な
り
、
む
し

歯
等
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
成
長

過
程
に
お
け
る
歯
並
び
や
咬
合
の
悪
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
生
活

習
慣
や
癖
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

は
現
在
ま
だ
不
十
分
な
状
況
で
す
。
同
取
組
み
は
、
今
後
２
年
間
の
継
続

が
決
定
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
見
出
し
た
歯
並
び
と
生
活
習
慣
や
癖

の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

あいうべ体操をしよう！ 

あ・い・う・べ」とゆっくり少しオー

バーに唇と舌を動かして発音します。

小分けしても良いので 1日 30回を行

なっていきます。2、3か月すると低位

舌や口呼吸の改善傾向に向かい、口の

まわりの環境も変化してきます。是非

継続して行なってみて下さい。 


